
令和４年度第３回
医療・介護人材育成のためのテーマ型研修会
地域で栄養サポートができるスキルを！

【アンケート結果】

＜参加者（回答者）の属性＞

性別

項目 ｎ ％

女性 24 92%

男性 2 8%

総計 26

年代

項目 ｎ ％

20代 4 15%

30代 3 12%

40代 6 23%

50代 12 46%

60代以上 1 4%

総計 26

職種

項目 ｎ ％

看護師 5 19%

保健師 4 15%

リハ職（OT・PT・ST） 3 12%

介護支援専門員 3 12%

社会福祉士 2 8%

管理栄養士 2 8%

行政 2 8%

薬剤師 2 8%

介護職員 1

無回答 2 8%

総計 17

職場

項目 ｎ ％

病院 9 35%

地域包括支援センター 8 31%

介護老人保健施設 2 8%

居宅介護支援事業所 2 8%

行政 1 4%

小規模多機能型居宅介護 1 4%

診療所 1 4%

保健センター 1 4%

保険調剤薬局 1 4%

総計 17

経験年数

項目 ｎ ％

1年未満 1 4%

1～3年 3 12%

4～6年 0 0%

7～9年 5 19%

10年～ 7 27%

20年～ 7 27%

30年～ 3 12%

総計 17



＜研修の理解度・満足度＞



質問４ 研修全般に対してご意見やご感想がございましたら、ご自由にご記入ください

•食形態分類が複数存在することを初めて知り、その共通言語化への取組みが始まった事は、喜ばし
い事で介護や医療の現場における混乱が減る事への期待が大きい。栄養障害リスクについても改め
て確認出来た。又食形態の分類できちんと評価できること、また再評価が大切であることも学び、
出来ればその評価の出来る栄養士との連携が取れるとありがたい。中部病院や他の病院等の栄養士
がアウトリーチで共に訪問できる様になる事を強く期待したい。

•とても面白い内容で、実務にも活かせそうな内容でした。ミキサー食を嫌がる利用者さんへの声掛
けとか、実際入院されリハビリを頑張って退院された利用者さんの入れ歯に注目してほしいとか、
嚥下機能維持する為に会話は本当に必要、食べてる＝必要な栄養補給とは限らない等、目からうろ
こでした。栄養障害リスクを抽出するポイントなど現場で出来ることがまだまだあると思いました。
職場で共有したいと思います。ありがとうございました

•伊藤さんのお話、また聞きたいです

•貴重な機会に参加させていただきありがとうございました。仕事の関係で途中参加となりましたが、
「栄養管理はリスク管理」は本当に日々感じています。地域の中の共通言語として、私達も学んで
行きたいと思います。今後もよろしくお願いします。

•講義も資料も大変分かりやすく参考になりました。同僚にもしっかり共有したいと思います。

•講師の説明は、明瞭でとても分かり易く実践的だと感じた。この知識を実践に活かすには、特に評
価に関してはケアマネや包括だけでは難しいので、現場に同行して頂くなど連携の在り方を是非模
索したい。

•今回の研修では、情報収集時の聞き取りポイントや栄養障害リスクなどについて再確認し学ぶこと
が出来ました。また食事形態などコード名で情報提供行う事により、間違いなく情報共有できるの
で良いと感じました。今後の調査において、とても参考になりました。ありがとうございました。

•在宅で、個々の栄養障害リスクに合わせて支援を行う仕組み、支援を受けられる仕組みがないので、
仕組みづくりが必要と思います。

•在宅の環境、家族関係の悪化で栄養状態の悪化している方が多く見られます。そんな時にどこにど
う相談したらいいのかわからない時がありますのでアドバイスや訪問を一緒にして頂けるといいな
と思います。今回は丁寧な研修有難うございました。

•食形態について2種類の分類基準があり、それぞれのレベルの目安をわかりやすく説明していただき
とても良かったです。また、体重測定できない方は下腿周囲長の測定で確認ができると知り、とて
も勉強になりました。様々な面から栄養障害リスクを抽出したいと思います。

•分類基準がある事がわかり、入退院時や施設との連携の際にお互いにイメージしやすいと思いまし
た。在宅で栄養管理で困った時、疑問に思った時、助言を受けたい時に、気軽に相談できるとこと
があると良いのですが…。

•誤嚥性肺炎が増えているため地域での予防のため、いい内容であった。

•栄養に関する知識を得られたことに加え、他機関、多職種とどのような情報を共有する必要がある
か、学ぶことが出来たと思います。

•栄養障害の気付きのポイントがわかり良かった。

•多職種の方から意見を聞けて良かったです。見るべきところが色々あると再認識しました。

•開始時間が遅いと感じる。

•コードの分類をサマリーに記入することで共通認識出来ると思いました。

•貴重な研修会に参加させていただき、とても勉強になりました。ありがとうございました。


